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学生海外語学研修
補助事業に参加して

学生リポート

制作中の作品と

七搦さんの作品「ひとりでいようとする」

10月1日（火）

10月1日（火）～14日（月・祝日）

10月14日（月・祝日）

10月26日（土）・27日（日）

11月29日（金）

12月24日（火）～1月5日（日）

1月17日（金）

1月21日（火）～23日（木）

1月28日（火）～1月31日（金）
2月4日（火）～2月17日（月）

2月18日（火）～ 3月31日（月）

3月24日（月）

後期（10月１日～３月31日）
後期授業開始

後期履修手続期間

月曜日の授業実施

大学祭

防火・防災訓練の日

冬季休業

開学記念日の振替日（授業休講）

後期補講日

後期定期試験

学年末休業

卒業式

クラブ紹介 国際交流推進センター
設置

活躍する市大人

語学学校のクラスメートと（左から２番目が藤岡さん）

▲学生たちがデザインしたパッケージ（サンプル）

国際交流推進センターで職員に相談するKayodeさん（右）

花田さんがデザインしたパッケージ▶

語学学校のクラスメートと（前列左から２番目が鈴木さん）
学生寮の仲間と（左から2番目が貫地谷さん）

　2012年9月の1か月間、夏休みを利用して大学入学時から計画して
いた語学研修に行きました。せっかく英語を学びに行くのなら研修中は
日本語に触れる機会が少ない方が良いと考え、日本人が比較的少な
い学校を調べ、イギリスの語学学校を研修先として選びました。学校は
ロンドンから鉄道で1時間ほど離れたケンブリッジの中心地にあり、期間
中は語学学校が用意した寮の2人部屋に宿泊しました。相部屋になっ
た台湾人の女性は、ケンブリッジにすでに半年ほど滞在していたので、
学校のことを詳しく教えてくれましたし、テムズ川のお祭りに連れて行っ
てくれたり、日本人の友達を紹介してくれたりと本当に親切にしてくれま
した。語学学校では、初めての海外生活で語学に自信が持てなかった
上、元々が引っ込み思案な性格でなかなか人に話しかけられませんでし
たが、彼女が話し相手になってくれたことで安心して過ごせました。初め
は気負いして何も話せませんでしたが、日が経つにつれ自分の英語の
拙さが気にならなくなっていきました。語学の習得にはとにかく声に出し
て話すことが
大切だと聞い
ていましたが、
その通りだと
つくづく感じま
した。

広島芸術センター
　　　　　スケジュール
【殿敷侃展―広島スクリーン印刷所との関わりから―】
　7月27日（土） - 8月6日（火）
　殿敷侃が広島スクリーン印刷所との交流の中で制作したシ
ルクスクリーン作品とその制作過程を紹介する展覧会
　
【川田淳個展】
　9月15日（日） - 9月23日（月）
　川田淳による映像やインスタレーションの作品を中心とした
個展を開催
　
【子ども向けアートワークショップ】
　広島在住の若手アーティストが講師となり随時開催

広島の芸術の中心となるように 　上田宗箇流は広島に家元がある武家茶道です。上田宗箇流茶道
部は毎週月・水曜日に和室でお稽古をしています。上田宗箇流は夏に
なると立礼台を使うなど他とは違うお点前を学ぶことができます。私たち
は日々のお稽古以外にも季節ごとにさまざまな行事を行っています。
　4月には新入生歓迎茶会、7月には七夕茶会、8月には宮島での陶
芸、10月には大学祭茶会、12月にはカニ鍋パーティー、3月には卒業
茶会など大学内での行事の他に、家元でのお茶会や広島市の国際
交流イベントでのお茶会など、他ではできない非常に貴重な体験をして
います。
　8月に国際会議場で行われる平和記念式典添釜ではたくさんの方
に喜ばれ、とても貴重な体験をしました。
　このようなお茶会には、市立大学のほかに広島県内の数多くの大
学の方々が参加されます。そのため、他大学の方 と々の交流も活発に
行われています。
　新学期が始まると後輩が授業の履修について質問したり、テスト前
になると先輩が後輩の相談にのってあげたりと、とても仲のいいクラブ
です。
　気になった方はぜひ上田宗箇流茶道部に来てみてください。部員一
同お待ちしております。

在学生、卒業生を問わず、国内外の数多くの分野で活躍する「市大人」。その中から、顕著な活動を行っている人を紹介します。

　七搦さんは、芸術作家（木彫作家）として活動しながら、
広島の若手芸術作家の作品や、広島にちなんだ芸術作品
を紹介する「場」として、「広島芸術センター」を立ち上げ、
いろいろな展覧会を企画・運営しています。また、地域の子
ども向けにワークショップを開催するなど、さまざまな人が、
芸術を楽しむきっかけづくりを行っています。そこで、「広島
芸術センター」についての思いを伺いました。

―「広島芸術センター」を立ち上げたきっかけと経緯を教えてくだ
さい。
広島市立大学大学院芸術学研究科に在学中、卒業後の制作場
所が必要だと思い、自分たちでゼロから環境をつくってしまおう、と思
ったのがきっかけです。
　
―「広島芸術センター」という名称の由来を教えてください。
文字通り、「広島の芸術の中心となるように」という志を持って名称
を決めました。
　
―広島芸術センターの「ウリ」はどのようなところですか？
「広島の芸術」にこだわっているので、「これまで広島ではやってい
ないもの」と思われる展示を企画・運営しています。また、芸術作家
たちが集い交流する場としても活用してもらいたいので、展覧会の

会期中に、必ずパーティーも
セットで開催しています。
　
―広島市立大学で学んだこ
とで現在に生きていることは
ありますか？
広島市立大学では、さまざま
なアートプロジェクトが行われ
ていて、「ゼロからつくりあげ
る」ことを経験しましたし、作品
を制作するだけでなく、「社会
につながる」という意識を持つ
ことを学びました。また、大学
院生の時は私にとって「心底

追求した時間」で、自分
が何をしたいのかを考え
た「濃い試行錯誤の時
間」でした。この時に、作
家としての「基礎体力」を
身に付けることができまし
た。
　
―七搦さんは自らも芸術
作家ですが、企画・運営
をしていて良かったこと
はありますか？
「作家は一人で制作する
もの」と思っていたので
すが、「いろんな人と関わ
ってアートが成り立って
いる」ということをあらためて感じました。また、いろいろな作家の方と
打ち合わせをすることで、作品を観るだけではわからなかったコンセ
プトを深く知ることができて刺激になっています。
　
―今後の目標を教えてください。
これまで行ってきた若手作家の展覧会やこども向けワークショップ
をより充実させて続けていきたいと思います。また、広島で活動して
いる作家を応援していきたいと思っています。
　
―後輩へのメッセージをお願いします。
やってみたいことがあれば、目標を持って少しずつでも行動に移して
いくことをお勧めします。まずは目の前のことから一生懸命取り組ん
でほしいと思います。

木彫作家　七搦 綾乃さん
芸術学研究科（博士前期課程）彫刻専攻2010年度修了生

ななからげ　あやの

国際学部国際学科４年　藤岡 あゆみ
ふじおか

情報科学部知能工学科3年　藏下 ゆり
くらした

国際学部国際学科1年　貫地谷 駿
かんじや　　しゅん

七搦綾乃（ななからげ・あやの）
2010年11月、広島在住の若手芸
術作家たちと、広島芸術センターを設
立。2011年３月、広島市立大学大
学院芸術学研究科（博士前期課程）
彫刻専攻を修了。現在、広島芸術セ
ンターの運営をしながら、木彫作家と
して活動。広島市立大学芸術学部非常勤助教も務める。
広島芸術センター
https://sites.google.com/site/artyoshijima/

　皆さん、学生寮に対してどのようなイメージをお持ちでしょうか。
厳しそうだとか、楽しそうなどいろいろなイメージをお持ちではないか
と思います。しかし、広島市立大学学生寮にはそのような言葉で
は表せないくらいの価値があります。寮生はみんな出身地が違
い、学部も違い、そして何より人間性が違う。そこにいるすべての
人からいろんなことを吸収することができます。そういった環境の
中で生活することにより、大学では決して学べないことを学ぶこと
ができます。寮の中で一緒に生活する友達はすでに家族のような
関係です。自分の場合、入寮3日目でそれくらいの仲になれる仲間
に出会いました。寮に入るということにストレスを感じる人もいると
思いますが、ここの寮
は逆にストレスを解消
してくれる場です。皆さ
んも寮生活を通して他
の学生とは一味違う
大学生生活を楽しん
でみませんか？ 自分た
ちはもうすでに後輩の
入学を楽しみにしてい
ます!

平成25年度  学年暦（後期）

「WEST BREEZE」へのご意見・ご感想を募集します
広島市立大学企画・広報委員会
○E-mail： kikaku@office.hiroshima-cu.ac.jp
○Tel： 082-830-1666　○Fax： 082-830-1656
「WEST BREEZE」のバックナンバーは、大学ウェブサイト「大学紹介」＞
「大学広報」＞「広報誌「WEST BREEZE」」に掲載しています。

この本  ～教員の著書紹介～
平和研究所　ロバート・ジェイコブズ 准教授・高橋博子 講師
『ドラゴン・テール －－核の安全神話とアメリカの大衆文化』
ロバート・ジェイコブズ著、高橋博子監訳、新田準翻訳
2013年４月、凱風社

おめでとうございます
■情報科学部の学生が「第75回情報処理学会全国大会」で受賞
2013年３月、情報科学部知能工学科４年の栗栖昂勢さんが「学生奨
励賞」を受賞。また、発表した論文が「情報処理学会推奨卒業論文」に
認定。

■情報科学研究科の教員・学生が「The 2013 IAENG International
　Conference on Artificial Intelligence and Applications」
　で受賞
2013年３月、情報科学研究科田村慶一准教授、北上始教授および情
報科学研究科（博士前期課程）知能工学専攻1年の中田章宏さんが
「Certificate of Merit」を受賞。

■情報科学研究科の学生が「2013年電子情報通信学会総合大会」
　で受賞
2013年３月、情報科学部情報工学科4年の八木寛明さんが「優秀ポス
ター賞」を受賞。

■芸術学部の教員・学生らが「第68回春の院展」で受賞
2013年３月、芸術学部藁谷実教授と王培助教が「奨励賞」を受賞。ま
た、芸術学研究科（博士後期課程）総合造形芸術専攻2年の若鍋翠さ
んおよび本学卒業生（修了生）も多数入選。

■情報科学研究科の教員が「多値論理国際シンポジウム（ISMVL-2013）」
　で受賞
2013年５月、情報科学研究科永山忍准教授が「The Outstanding 
Contributed Paper Award」（最優秀論文賞）を受賞。

■芸術学研究科の学生が「第１回新県美展（第65回広島県美術展）」
　で受賞
2013年５月、芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻１年の高橋
はるかさんが「デザイン系」種目の大賞を受賞。

■情報科学研究科の教員が情報処理学会で受賞
2013年６月、情報科学研究科古川亮准教授が筆頭著者となった論文
が「2012年度論文賞」を受賞。

■芸術学研究科の修了生が「第59回全関西美術展」で受賞
2013年７月、芸術学研究科（博士前期課程）造形計画専攻修了生の
酒井沙織さんが工芸部門で「第１席」を受賞。

■芸術学部の卒業生らが「2013京展」で入選
2013年７月、芸術学研究科（博士前期課程）造形計画専攻修了生の
酒井沙織さん、芸術学研究科（博士前期課程）造形計画専攻修了生の
青木聡子さん（現・芸術学部デザイン工芸学科非常勤助教）、芸術学部
デザイン工芸学科卒業生の鳴戸美佳さんが工芸部門で入選。

※学年は受賞当時

加したのは、中区の袋町公園から中央公園までの「若者中心コース」で
す。このコースは、環境をテーマに活動している本学のサークル「ねっこ
広島」が中心となって運営しました。

■エズラ・ヴォーゲル博士の講演会を開催
「Japan as Number One」などの著書で知られるハーバード大学名誉
教授のエズラ・ヴォーゲル博士を招き、「日中関係：鄧小平時代から今日ま
で」をテーマに、広島市立大学グローバル人材育成講演会を開催します。
ぜひお越しください。※日本語での講演です。
日時：９月10日（火）14:00～15:30（13:30開場）
会場：リーガロイヤルホテル広島「音戸の間」※入場無料
申し込み：8月20日（火）まで（先着順）
お問い合わせ先：広島市立大学国際交流推進センター
（電話：082-830-1784　E-mail: iepc@office.hiroshima-cu.ac.jp）

■ミニ・オープンキャンパス2013開催
10月26日（土）に、大学祭と併せて「ミニ・オープンキャンパス」を開催しま
す。高校１・２年生およびその保護者を主な対象としています。ぜひお越し
ください。
お問い合わせ先：広島市立大学事務局教務学生室入試グループ
（電話：082-830-1503  E-mail: nyushi@office.hiroshima-cu.ac.jp）

市大ニュース
■いちだい知のトライアスロンのコメント大賞表彰式を開催
2013年４月、附属図書館で平成24年度コメント大賞の表彰式を行いま
した。コメント大賞を受賞した国際学部３年の来田卓哉さんをはじめ、受
賞者へは前附属図書館長の赤星教授から表彰状と副賞（図書カード）
が授与されました。受賞したコメントなどはウェブサイトに掲載していますの
で、ぜひご覧ください。
http://triathlon.hiroshima-cu.ac.jp

■市大生401人が「ごみゼロ・クリーンウォーク」に参加
2013年６月、広島市内中心部で「ごみゼロ・クリーンウォーク」が実施さ
れました。本学からの参加者は年々増加しており、今年は401人の学生
が、おそろいの大学オリジナルＴシャツを着て、街に落ちているタバコの吸
い殻、空き缶、ペットボトルなどを熱心に拾って歩きました。学生たちが参

広報誌名
広島市立大学広報誌「WEST BREEZE」は、表紙タイトルを「W.B.」
（「WEST BREEZE」の略称）に改めました。
なお、「WEST BREEZE」は、広島市立大学のある西風新都にちな
んで命名されました。
編集人／若林 真一
発行日／平成25年（2013年）８月１日

上田宗箇流茶道部

　広島市立大学は、「科学と芸術を軸に世界平和と地域に貢献
する国際的な大学」という建学の精神や、広島ならではのメッセー
ジを世界に発信できる特別な都市であるという背景から、国際的な
大学となることを強く期待されています。
　このため、2013年４月、国際交流推進センターを設立し、専任
教職員を配置することにより、学生の海外留学派遣および外国人
留学生受入のための企画・実施等を全学で一元化し運営する体
制を整えました。
　センターでは、学生の海外留学派遣及び留学生受入に関わる
企画・広報・実施・相談などのサービスの提供に加え、国際化の面
から大学の教育や研究の活性化を広範にサポートする活動に取り
組んでいます。
　また、グローバル化時代に対応するため、センター長を中心に各
学部の国際交流担当教員、センター専属職員が、熱意のある学生
を親身に応援していく体制をさらに充実させ、将来を切り拓いてい
こうとする学生を後押ししていきます。
　今後は、新たな各種国際交流プログラムを開発し、学生の語学
や専門知識・技能の修得などをサポートしながら、異文化環境の中
で活躍できるグローバル人材を輩出していく重要な牽引役を担って
まいります。

留学生の声

　大学入学後は、いろいろな手続きをしなければならな
いのですが、国際交流推進センターのスタッフが親身
になって相談にのってくださり、助けていただきました。ま
た、留学生をサポートする学生ボランティアを紹介してく
れたこともあります。国際交流推進センターは、いつでも
来て相談できる、私にとって非常に近い存在で、本当
に良いところです。（訳：国際交流推進センター）

Kayode Ifeoluwa Bolanleさん
（ナイジェリアからの国費留学生）

この記事は、「キャンパスリポーター」または「学生広報サ
ポーター」に登録している市大生自らが取材をして作成し
ています。イギリス・ケンブリッジ

「寮という学舎」 学生寮

　今年の３月に、「菓子博（※１）で販売するロシア菓子のパッケ
ージデザインを手掛けてほしい」というお話をそごう広島店さんから
いただき、同じ芸術学部の先輩たち5人（※２）と、
お菓子を入れる袋に貼り付ける帯のデザインを考
えました。「プリャーニク」（※３）というロシア菓子
のパッケージに工夫をすることで、お客さんにより
関心を持ってもらおうという試みでした。私たちが
制作したデザインを使用したパッケージで商品が
実際に販売されている現場で、お客さんが商品を
選んでいる様子を見させていただき、自分たちの
「作品」に対する反応を実感しました。今までは、
学外で自分の作品に対する反応を見ることはあま
りなかったので、今回の経験は新たな視点を学べ
ましたし、今後作品を制作していく上で、本当に良
い刺激になりました。

第26回全国菓子大博覧会・広島において、学生ボランティア
活動などでの協力が認められ、本学が「おもてなし推進団体」と
して同博覧会実行委員会より感謝状を贈呈されました。

（※１）2013年４月19日（金）から５月12日（日）まで開催された「ひろしま菓
子博2013（第26回全国菓子大博覧会・広島）」のこと。

　
（※２）杉原美咲さん、中富瑞希さん、松田彩華さん、松野彩音理さん、山口

伶奈さん（以上、芸術学部デザイン工芸学科３年）
　
（※３）ロシアの伝統的な焼き菓子。広島市内在住のナターリア・ホンチャリ

ック氏によるレシピ作成、指導のもと、地元の洋菓子店「エトワール」
（広島県安芸郡海田町）が日本向けにアレンジして商品化。菓子博
でそごう広島店が運営したパビリオン「広島と世界のお菓子バザー
ル」で販売された。

芸術学部デザイン工芸学科２年　花田 梨奈
はなだ　　　り な

国際交流推進センター センター長　神原 信幸
（国際交流推進センター特任教授）

かんばら　　のぶゆき

自分たちの「作品」に対する反応を
現場で実感!

ひろしま菓子博への協力に対し、
本学へ感謝状が贈られました

　海外の文化を実際に体験したい、自分の英語がどこまで通用するの
かチャレンジしてみたい。そう思って私は短期語学研修に参加すること
を決めました。現地では自分のレベルにあった授業を受けることができ、
またスピーキング等の授業を通して他のさまざまな国の方と交流するこ
とができました。一日の授業を終えた後も、帰りに仲良くなった友達とご
飯に行ったり、買い物に行ったり、週末はみんなでバーベキューをしたり
と毎日が充実して刺激的な日々でした。
　カナダ自体、移民の方も多くいろいろな国の方が集まっているので、
自分がなかなか上手く英語を話せなくても優しく対応してくださったこと
が多かった印象があります。ビル街の中であっても少し歩いたところに
公園があるなど、とても過ごしやすい素敵な町でした。日本に居たままで
は決して経験できないことや多文化に対する理解を、この研修で得るこ
とができたと思っています。今まで知らなかったたくさんの経験ができて、
本当に幸せな
２か月間でした。

国際学部国際学科４年　鈴木 千鶴
すずき　　　ちづる

カナダ・トロント

とのしき ただし


